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 施工体験記 

 

路面補修工事（西の 15・歩道改善） 

㈱ 清水建設工業所 現場代理人 

監理技術者 野 村 直 由 

 
この度、路面補修工事（西の 15・歩道改善）が、２０年度東京

都建設局優良請負工事の西多摩建設事務所長賞の受賞を頂いたこ

とは、当社にとりまして大変名誉なことであり、本社・及び工事

に携わった関係者一同感謝しており、これからの励みにもなりま

す。 

 本工事は、主要地方道・２８号 青梅・飯能線（成木街道）の、

成木街道入口交差点より飯能方面に延長３５０ｍの区間で、歩道

改善工事と、車道を低騒音舗装にする、路面補修工事です。 

 既存の両サイドの歩道を拡幅して、セミフラットにする工事で

す。 

 当街道は、青梅～飯能への抜け道として、また青梅の採石場へ

の交通路として、大型車両の通り道となっていて交通量の多い場

所です。 

 また、沿道に青梅第四小学校・青梅鉄道公園・幼稚園などがあ

り、幼児・子供の通過の多い道です。通学路にも指定になってい

ましたので、第四小学校副校長との打ち合わせ、（週間工程表の提

出・打ち合わせ）を行い児童の安全に万全の体制でのぞみました。 

 誘導員をはじめ、現場従事者一同、特に午後よりの退校時間帯

に注意をはらい、低学年児童に注意し、工事箇所は誘導員が誘導

しました。朝の通学時と同じ道を帰れるよう注意しました。 

 バス路線でもあり、西武バス・都バスの運行があり、停留場所

も４箇所ありました。工事中も無事運行できるよう、各バス会社

の運行係りの人との連絡を蜜にし、特に作業時間外の停留場の乗

降場所には段差改良を施し、照明により明るくしました。 

 住宅街の工事は、現場の出来方管理・品質管理など重要な事項

を管理しつつ、また、それ以上に周辺住民の方々への日々のあい

さつ、工事の進捗状況の説明・車両の出入り口の確保など、また、

通過車両への安全通行啓発の看板、歩行者の安全通行路の確保な

ど、多くの時間をとられます。 

そういう状況のなか、 

担当工区長・担当者が 

時間と手間を惜しみな 

く、現場に来ていただ 

き住民の方などに丁寧 

に工事の説明をしてい 

ただきまして大変あり 

がたかったです。 

 学校にも・朝礼・保 

護者への連絡などのご 

協力をいただき、無事に工事が終了したことに感謝いたします。 

 また、地元自治会の方々・青梅砕石業組合の方々の、ご協力に

感謝いたします。 

今回の受賞も現場員一同の協力と上記の方々のご協力・ご支援

の賜物と感謝いたします。 

 

 

ッ
キ
ア
ッ
プ
装
置
を
予
め
組
み
込
み
、
建

物
を
水
平
に
保
つ
よ
う
に
調
整
す
る
と

い
っ
た
工
夫
を
こ
ら
す
そ
う
で
す
。
ツ
ア

ー
の
最
後
で
、
造
成
中
の
空
港
島
に
降
り

立
ち
、
見
た
景
色
は
、
と
て
つ
も
な
く
大

き
な
野
原
の
真
ん
中
に
立
っ
て
い
る
よ

う
で
、
こ
の
場
所
が
陸
地
か
ら
遠
く
離
れ

た
海
の
上
だ
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
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な
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色
で
し
た
。

日
本
の
最

先
端
の
建

設
技
術
を

肌
で
感
じ

た
大
変
有

意
義
な
視

察
研
修
と

な
り
ま
し

た
。 

 

去
る
平
成
二
十
年
九
月
二
十
八
日
、
若
手
経
営
者

の
会
に
よ
る
大
型
工
事
現
場
視
察
研
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

視
察
工
事
は
大
阪
府
に
あ
る
関
西
国
際
空
港
の

二
期
空
港
島
建
設
工
事
で
、
工
事
内
容
は
、
平
成
六

年
九
月
に
開
港
し
た
関
西
国
際
空
港
の 

“
さ
ら
な

る
国
際
ハ
ブ
空
港
と
し
て
の
能
力
充
実
” 

に
む
け

て
、
現
在
の
一
期
空
港
島
か
ら
二
百
ｍ
離
れ
た
沖
合

に
約
五
四
五
ｈ
ａ
の
用
地
を
造
成
し
、
四
千
ｍ
の
平

行
滑
走
路
と
関
連
す
る
諸
施
設
を
整
備
す
る
も
の

で
し
た
。 

現
場
視
察
は
関
西
国
際
空
港
用
地
造
成
株

式
会
社
に
よ
る
現
場
見
学
ツ
ア
ー
に
よ
り
担

当
職
員
の
方
々
に
案
内
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
大
規
模
な
埋
立
て
工
事
が
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
埋
立
て
工
事
に
必
要
な

土
量
は
総
量
で
二
億
五
千
万
㎥
（
東
京
ド
ー

ム
二
百
個
分
）
に
も
お
よ
ぶ
そ
う
で
、
海
上

の
現
場
に
は
「
土
運
船
」
と
呼
ば
れ
る
船
で

土
が
運
ば
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
土
運
船
の
一

回
の
運
搬
土
量
は
大
型
ダ
ン
プ
五
五
〇
台
分

に
も
な
り
、
そ
れ
を
一
気
に
海
底
に
落
と
す

そ
う
で
す
。 

 

 

 

ま
た
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期
空
港
島
は
、
大
水

深
か
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上
に
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、
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に
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建
設
業
年
末
年
始
労
働
災
害
防
止 

強
調
期
間 

十
二
月
一
日
～
二
十
一
年
一
月
十
五
日 

『
無
事
故
の
歳
末
明
る
い
正
月
』 

年
末
年
始
は
、
工
事
が
輻
輳
化
と
厳
し
い
工

程
管
理
等
が
重
な
っ
て
労
働
災
害
の
多
発
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
店
社
と
作
業
所
の
緊
密
な
連
携

の
も
と
に
効
果
的
な
安
全
衛
生
管
理
活
動
の
実

施
を
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平
成
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十
年
度
あ
き
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災
訓
練
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報
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あ
き
る
野
地
区
委
員
会
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◎
日
時 

平
成
二
十
年
十
一
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八
時
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分
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民
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場
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害
対
策
本
部
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◎
参
加
団
体 

 

あ
き
る
野
市
、
東
京
消

防
庁
、
福
生
警
察
署
、
あ

き
る
野
市
消
防
団
、
町
内

会
・
自
治
会
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
、
西
建
協
・
あ
き
る

野
地
区
委
員
会
、 

参
加
人
員 

約
三
五
〇
〇

人
（
全
会
場
） 

◎
参
加
訓
練
内
容 

 

午
前
八
時
三
十
分
、
震

度
五
強
か
ら
六
弱
の
直
下

型
地
震
が
発
生
し
た
想
定

の
も
と
、
一
時
避
難
場
所

に
集
ま
っ
た
住
民
が
市
民

運
動
広
場
に
避
難
す
る
際

に
地
震
に
よ
る
障
害
物
が

あ
り
避
難
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
の
で
重
機
で
撤
去

し
通
路
を
確
保
す
る
内
容

の
訓
練
で
し
た
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 西多摩建設業協同組合  広報委員会   ＦＡＸ ０４２８-２２-５４２０  平成２０年１２月１６日  第１７３号 （２） 

                                                                       

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 特 集 ◇  多摩川に掛かる橋  第２２回 

◎羽村堰下橋 

都道２９号立川青梅線・奥多摩街道の羽村堰入口交差点から羽村堰の駐

車場との間にある。通れるのは歩行者と自転車のみ。欄干はずっとあざや

かな水色だが、橋桁は水色と白で斜めに塗り分けられている。途中、横へ

張り出したところが、左右各１か所あった。 

 多摩川を眺めおろし、上流側には羽村堰、下流側には羽村大橋を望める

ことが出来る。  

用途 人道  

橋長 267.0ｍ、 歩道＝2.1ｍ 

桁構造形式 

単純合成桁、3 径間連続合成桁 

下部  橋台 2 基 橋脚 5 基 

完成 昭和 54 年 3 月 (管理 羽村市)   

水面まで 7ｍ 

 

◎羽村大橋  

羽村堰下橋の中央付近から羽村大橋を見たものです。都道 250 号（あ

きる野羽村線）で、あきる野市と羽村市を結ぶ主要通路となっています。 

写真の右手側があきる野市草花、左手側が羽村市川崎（中洲）、玉川

（川岸より左）となっている。 

 用途 道路   橋長 547.29ｍ、 車道幅 6.5ｍ   

歩道(片側) 1.4ｍ～2.15ｍ 

構造 桁橋  

上部形式  

４径間連続 PC 箱桁、 

PCＴ桁、ＰＣ合成桁 

    2 主 I 型鋼    

下部 橋台２基 橋脚？基 

完成 昭和 49 年 3 月    

水面まで 17ｍ 

 

 

 １１ 月 事 業 報 告  

７日 広報委員会１７２号編集発行 

１６日 あきる野市防災訓練参加 

（あきる野地区委員会） 

１８日 総務委員会 

１９日 正副理事長会・理事会 

２０日 あきる野地区委員会 

２６日 大型工事現場研修視察実施 

視察先：首都圏外郭放水路 

 １２ 月 事 業 計 画  

１０日．若手経営者の会経営講習会開催    

午後３時  ３階会議室 
   題名：「ファンタジー営業部とは何か？  

―建設業ファンづくり活動の顛末―」 

     講師：前田建設工業㈱ 総合企画部  

広報グループ 岩坂照之様 

１１日 広報委員会１７３号編集発行 

１２日 年末工事現場パトロール 〈西多摩分会〉 

１３日 あきる野地区委員会 

１６日 総務委員会 

１８日 正副理事長会・理事会 

２７日～１月４日 建設会館 休館 

〈１月２８日（水）午後６時 新年会〉 

  会場：青梅市福祉センター ふようの間 

 

第１６回地区別対抗ソフトボール大会 報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

平素より西多摩建設業協同組合の皆様には、格別のご高配を賜り厚くお礼申

し上げます。 

私たちムサシ建設工業は、昭和４７年の設立以来つねに新しい技術の研究・

開発をすすめ、道路・鉄道・ダムなどの公共事業をはじめ、さまざまな建設プ

ロジェクトを支えてきました。 

あらゆるプロジェクトにおいて、環境へのきめ細かな配慮が重要になってい

る現在、私たちは、「強く、美しく」というテーマを、すべての発想の出発点

にして、法面保護工事の分野に取り組み、力を発揮しています。 

今後とも、変わらぬご支援、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いいたします。 

 

法面保護・法面緑化工事 

現場打吹付法枠・簡易吹付法枠 

落石防止網・岩盤緑化・岩盤接着 

長繊維混入補強土一体緑化工 

基礎杭工事 

深礎・鋼管杭・オールケーシング 

 

東京都台東区東上野１－２４－２ 山茂ビル３階 

代表取締役社長 篠原 嗣雄 

ＴＥＬ ０３－３８３５－３６３１ 

ＦＡＸ ０３－３８３４－７７９３ 

営業担当  間橋 一哉 

 

賛助会員ＰＲコナー №８ 

アンカー・ロツクボルト工事 

永久アンカー・仮設アンカー各種 

ロツクボルト（補強土工法各種） 

 

その他工事 

軽量盛士（発泡ウレタン） 

仮設土留・仮橋工事 

 

 

 

周遊道路災害防除 

藤原地区緊急災害 

日原街道災害防除 

 

首都圏外郭放水路見学会についての報告 

小池建設㈱ 代表取締役小池 正明 

平成 20 年 11 月 26 日、天候に恵まれ、参加者

18 名による見学会が行われました。 

 埼玉県東部春日部市に位置し、国道 16 号線地

下約 50ｍに建設され、内径 10ｍ、延長 6.3ｋｍ

にもなる世界最大級の地下放水路であります。 

 中川・綾瀬川流域は、地盤が低く水がたまり

やすく、水害が繰り返されてきたと言われてい

ます。そのため、水害に強い町づくりとして、

首都圏外郭放水路は建設されたのです。施設は、

各河川から洪水を取り入れる流入施設の第 1 か

ら第 5 の立坑があり、地下での貯水、流下する

地下水路、そして地下水路から洪水を排出する

排水機場等で構成され、日本が世界に誇る最先

端の土木技術を結集し、平成 5 年 3 月に工事着

手。約 13年の歳月をかけ平成 18 年 6 月に完成。 

 この様な施設の建設により、地域住民の安全、

安心が得られたことは、大変大きな事ではない

でしょうか。また首都圏外郭放水路では、毎週

火曜から金曜 1 日 2 回の見学会（予約要）が開

かれると聞きました。このような施設が一般に

公開される事により、日本が世界に誇る土木技 

  

 

大型工事現場研修視察 

術のすばらし

さや面白さが

建設を目指す

若者や、また、

そ う で な い

人々に少しで

も伝わってい

けば良いと私

は思いました。 

http://precious.road.jp/tokyo/hamura.htm#seki#seki
http://precious.road.jp/tokyo/hamura.htm#seki#seki

